







































































































































A Study of the Stages of Development of Drawing Skills in Infants 
− The Relation between the Stages of Development of Drawing  

































































































































































































































































































































































































































































































































































































［11］A. ゲゼル，F.L. イルグ，L.B. エイムズ，J.L. ローデル，2000年，『乳幼児の発達と指導』，家政教育社，p.254，参照
［12］鈴木みゆき，野村芳子，瀬川昌也，「５歳児の睡眠−覚醒リズムと三角形模写」，p.617　参照
［13］鈴木みゆき，前掲書，p.14
［14］鈴木みゆき，上掲書，p.15
図13　三角形（描けた例）
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・寝る前のお約束ごと（就眠儀式・眠り小物…）
・暗い部屋でゆっくり眠る
上述したように，「早起き」から始めることで，自然と
「早寝」に繋がるのではなかろうか。鈴木は，保育者（幼
稚園教諭・保育士）が保護者と話し合い，どれか一つを
クラス目標にして取り組むことも提案しており，日ごろ
から心掛けることができるような効果的な取り組みを行
う必要性を感じる。このような項目を保護者と共有する
ことで，保護者自身も子どもの生活習慣に関心を持ち，
取り組むきっかけになるだろう。Ⅳ章で鈴木が「就眠時
刻が不整な子どもは本人の意思に任され寝ている割合が
高い」とも述べている点からも，保護者が毎日同じ時間
に就眠するよう意識づける，添い寝をするなど，保護者
の自発的な取り組みも必要不可欠である。
つまり，幼稚園教諭，保育士を目指す学生達に対して，
一般的な描画の発達段階のみを教えるのではなく，様々
な要因から発達が遅れる可能性もあることも伝えるべき
であろう。その際，どのように対応すべきなのか，考え
る機会も設けるべきではなかろうか。そして，環境要因，
個々の素質といった様々な要因によって発達段階には個
人差が出ることを理解させ，花篤・岡田が「乳幼児の作
品は，全く自由にしておいた場合と保育園などで経験を
積み重ねた場合ではかなりの差が出る。［15］」，「（前略）有
効な造形表現活動の体験をさせようとすれば，個人の成
長発達に即した環境を用意し，個に応じた援助を行うよ
うに心がける必要がある。［16］」と述べているように，援
助する側が個々の幼児の発達段階を理解し，その子にあっ
た援助をすることが重要である。
これまで述べてきたように，幼児の造形活動にとって
有効な環境を用意し，発達の個人差を理解した上で，幼
児一人一人に合わせて，臨機応変に援助していく必要が
ある。本研究報告は，既存する研究結果をまとめたもの
に過ぎないが，発達段階の遅れの原因を裏付けする研究
の存在を調査することも本研究報告の目的である。幼児
に関する研究は多岐にわたり，調査すべき内容は多分に
存在すると考える。そして本研究報告を発端とし，幼児
の描画・造形活動について今後も研究を継続していきた
い。
［15］花篤實，岡田憼吾，前掲書，p.32
［16］花篤實，岡田憼吾，上掲書，p.28
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